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観光シーズンに向けたサイクルツーリズムの
各種取組

北海道開発局ホームページへはこちらから。

北海道開発局長記者会見資料
令和５年４月２５日

≪世界水準の観光地の形成≫



世界水準の観光地形成

○アジアの中でも特徴的で魅⼒的な北海道の観光資源を活かし、広域的な周遊観光等の地域振興実現のためサイ
クルツーリズムを推進しています。主な取組についてご報告いたします。

観光シーズンに向けたサイクルツーリズムの各種取組
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①⾃転⾞⾛⾏環境整備

国道
道道
町道

「エゾイチ」ルート
︓全⻑49.2km

道の駅ニセコビュープラザ

ニセコ除雪ST

路肩狭小区間
↓

路肩拡幅実施
L=5.2㎞

サイクルルートから⽺蹄⼭を臨む

路肩拡幅

○道内のサイクルルートでは⾃転⾞⾛⾏環境の整備を推進

羊蹄ニセコエリアの
サイクルルートの内
羊蹄山を一周する
「エゾイチ」

羊蹄ニセコエリア
サイクルルート
︓全⻑251km

国道区間の内
羊蹄山側の

走行快適性向上

路肩拡幅
未整備

○セコマグループとの連携協⼒協定に基づき、
観光シーズンに向け、サイクルルート沿いの
セイコーマート163店舗のうち124店舗※

（約８割）にサイクルラックを設置
※ルート沿い以外も含めると152店舗にラック設置
○合わせて、今年度よりサイクルルート沿いの店舗には
サイクルルートマップも設置

サイクルラック設置状況

③サイクルラック等の設置

＜⽺蹄ニセコエリアサイクルルートの取組例＞

倶知安町市街

②⾃転⾞開きイベント
○道内各地で春イベントを開始
○R5年3月に新規ルートとなったRookieの「オロロンライン・サイ
クルルート」では、5月12日に道の駅「るもい」で『⾃転⾞開
き』としてサイクリスト応援カー出発式等の各種イベントを開催

サイクリスト応援カー出発式状況
（R4年度状況）

⾃転⾞御守

道の駅等に⾃転⾞ラックを設置

１︓路肩狭⼩区間の拡幅（L=5.2km）（R4年度実施）
⇒国道5号︓倶知安町市街〜道の駅ニセコビュープラザ間を含む
⽺蹄⼭を⼀周する「エゾイチ」コース（左回り⽅向）の⾛⾏快適性が向上

２︓GW明け以降順次、⽮⽻根型路⾯表⽰を設置予定
３︓6月下旬頃からニセコ除雪ST開放（駐⾞場等休憩施設の提供）
４︓地域関係団体の活動（シェア・ザ・ロードの普及啓発、サイクリングガイドの養成等）への協⼒

サイクリングシーズンに向けて道の駅等へのポスター掲示やSNSでの発信を予定

地域の活動団体である「シーニックバイウェイ北海道
萌える天北オロロンルート運営代表者会議」が、
交通安全のため、⾃転⾞御守を作成し、道の駅等
で配布（R4年度状況）



＜参考資料＞

北海道内 モデルルート 地域関係団体の活動（シェア・ザ・ロードの普及啓発ポスター）
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＜参考資料＞
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北海道開発局と（株）セコマ及び（株）セイコーフレッシュフーズとの
「北海道の生産空間の維持・発展に資する連携協力協定」締結式

・締結式：令和３年６月２１日（月）
・場 所：札幌第一合同庁舎


